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ヘブライ人への手紙 9 章 23 節～28 節 このように、天にあるものの写しは、これらの 

ものによって清められねばならないのですが、天にあるもの自体は、これらよりもまさっ

たいけにえによって、清められねばなりません。なぜならキリストは、まことのものの写

しにすぎない、人間の手で造られた聖所にではなく、天そのものに入り、今やわたしたち

のために神の御前に現れてくださったからです。また、キリストがそうなさったのは、大

祭司が年ごとに自分のものでない血を携えて聖所に入るように、度々御自身をお献げにな

るためではありません。もしそうだとすれば、天地創造の時から度々苦しまねばならなか

ったはずです。ところが実際は、世の終わりにただ一度、御自身をいけにえとして献げて

罪を取り去るために、現れてくださいました。また、人間にはただ一度死ぬことと、その

後に裁きを受けることが定まっているように、キリストも、多くの人の罪を負うためにた

だ一度身を献げられた後、二度目には、罪を負うためではなく、御自分を待望している人

たちに、救いをもたらすために現れてくださるのです。 

  

「このように、天にあるものの写しは、これらのものによって清められねばならないの 

ですが、天にあるもの自体は、これらよりもまさったいけにえによって、清められねばな

りません。」天にあるものの写しである律法に基づく聖所では、祭司たちや大祭司が人間

の罪を清めていただくために、動物の血をいけにえとして献げた。しかし、天の聖所では、

これらよりも勝ったいけにえによって、清められなければならない。その勝ったいけにえ

がキリストである。 

「なぜならキリストは、まことのものの写しにすぎない、人間の手で造られた聖所にで

はなく、天そのものに入り、今やわたしたちのために神の御前に現れてくださったからで

す。」キリストは、天の写しにすぎない人間の手で造られた聖所にではなく、天そのもの

に入り、私たちにために、神の御前で御自身を啓示してくださったのである。 

キリストが天に入られたのは、大祭司が年ごとに自分のものでない、いけにえの血を携

えて至聖所に入るように、天に入り、度々御自身をお献げになるためではない。もしそう

だとすれば、天地創造の時から、度々苦しまなければならないことになる。「ところが実

際は、世の終わりにただ一度、御自身をいけにえとして献げて罪を取り去るために、現れ

てくださいました。」世の終わりに、永遠の大祭司キリストが人間の罪を贖うために御自

身を献げられたのは「ただ一度」である。これによって、神の恵みの御座に近づく救いを

与えられたのである。 

そして「著者」は、キリストの再臨による全き救いが与えられる希望を語っている。   

「人間はただ一度死ぬこと」が定まっていると同様に、キリストが一度目に来られた時は、

多くの人の罪を負うために「ただ一度」御自身を献げられたのである。また、「その後に

裁きを受けることが定まっている」とは、キリストが二度目に現れる時は、裁きの時であ

るが、罪を負うためではなく、「御自分を待望している人たちに、救いをもたらすために

現れてくださるのです。」と述べている。再臨のキリストによる裁きは、救いを完成する

ためであると述べている。ヘブライ書が、初めて説く終末信仰であるが、初代教会におい

て、キリストの再臨を待ち望む信仰は篤いものであったことが分かる。それは反面、キリ

スト者たちが負った苦悩の深さを現しているとも言えよう。終末信仰は、神と直接まみえ

る喜びの時を待望して、今の苦難を乗り越える力であったことは確かである。 


